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昨年の新型コロナ流行時に糖尿病重症化予防ケアなど減少

米総合内科雑誌（Journal of General Internal Medicine）に掲載
メディカル・データ・ビジョン株式会社（東京都千代田区、代表取締役社長：岩崎博之）の保有する大規模診療データ

ベースを用いた分析で、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）流行時、糖尿病のケアが重症化予防（透析予防、フッ
トケア）も含めて減少していたことが明らかになったので、お知らせします。

この研究は、東京大学大学院医学系研究科・公衆衛生学教室の宮脇敦士助教、池洲諒医師（博士課程）、小林廉
毅教授のチームが、当社取締役・中村正樹、慶應義塾大学医学部医療政策管理学教室・二宮英樹（株式会社データッ
ク代表取締役兼CEO、医師兼任）、および国立国際医療研究センター研究所 糖尿病情報センター 杉山雄大室長と共
同で行いました。この研究の論文は2021年1月19日付で米国総合内科雑誌 Journal of General Internal 
Medicineに掲載されました。

COVID-19の感染リスクを警戒して、昨年4月に1回目の緊急事態宣言が発令される前後には、糖尿病患者が定期受診
を延期するケースが見られました。糖尿病ケアの実施数が減少すると公衆衛生上、重大な影響を与える可能性がありましたが
、糖尿病ケアの実施数が実際にどの程度、減少していたかはわかっていませんでした。

今回、メディカル・データ・ビジョンが構築した国内最大規模の急性期病院の診療データベースを使用し、2020年年初にあ
たる同年第2～8週と、同年の同緊急宣言が発令されていた期間の前半を含む第9～17週目の間に、外来診療で実施され
た1週間当たりの糖尿病患者の定期検査およびケアの実施数を186の病院で比較しました。

その結果、糖尿病患者が血糖値コントロールのために定期的な血液検査で測定するHbA1c（ヘモグロビン・エーワンシー）
検査の1週間あたりの実施数は、2020年第2～8週に5万2392件/週だったのが、同年第9～17週には4万4406件/週と
なり、15.2%減少しました。その他にも、血清クレアチニン検査、尿タンパク検査、眼底検査、糖尿病フットケアサービス、およ
び糖尿病腎ケアサービス（透析予防）を含む全ての検査およびケアの実施数も減少したことが明らかになりました。

東大大学院の宮脇助教は「糖尿病患者の血糖値コントロールがどのくらい悪くなったのか（それとも変わっていないのか）が
今後の検討課題になる」とコメントしています。
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